
災害時、どうやって情報を集める？
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災害時において適切に行動するためには、正確で有効な情報を入手する必要があります。

どうすれば、災害への備えに必要な情報を集めることができるのでしょうか？

土砂災害などの風水害は、広島県や広島市、気象庁などの

公的機関や、ネット・テレビなどで提供される防災情報を

活用することで、被災を防止できる場合があります。

また、最近はスマートフォンのアプリで防災情報の入手を

はじめ、ケガの応急手当方法や避難場所への誘導など、

緊急時に使えるものも続々増えてきています。

●災害が起こりそうな時の情報収集

広島市の防災情報メールを登録したけど、たくさんメールが

送られてきて、どれが本当に重要な情報なのか分からない、

ということはありませんか？

また、広島市から避難情報が出たけど、自分の周りはまだ雨

もひどくないので、避難しなくても大丈夫？････など、提供

される情報をどのように利用すれば良いか分かりづらいこと

がありませんか？

このような事にならないよう、あらかじめ提供される情報の意味や出される条件を確認し、

効果的に利用できるようにしておきましょう。

自分だけで確認するのが難しい場合は、町内会やご近所の防災士に聞いて備えるようにし

ましょう。

●情報の意味を理解して有効に利用しましょう

様々な情報の提供方法が主にネットになって、情報収集が難しい

という方は、近所や友人などで詳しい方から大切な情報をもらう

ようにしましょう。

●情報の収集が難しい方は誰かに教えてもらいましょう

自分の住んでいる町内の防災士については

町内会長に聞いてみましょう

正しく有効な情報を入手して適切に行動しましょう
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